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余
命
半
年
と

　
　
　告
知
を
受
け
て

　大
好
き
な
祖
母
が
末
期

が
ん
で
あ
る
と
告
知
を
受

け
、
も
っ
と
早
く
気
づ
く

こ
と
が
で
き
れ
ば
と
悔
し

さ
で
涙
が
溢
れ
た
。
祖
母

が
「
痛
く
て
苦
し
い
の
は

嫌
だ
。
病
院
じ
ゃ
な
く
て

家
が
い
い
」
と
気
持
ち
を

伝
え
て
く
れ
た
こ
と
で
残
り
の
時
間
を
一
緒
に
過
ご
す
こ
と
に
決
め
た
。

在
宅
で
の
療
養
生
活

　体
調
が
日
々
変
わ
り
、
対
処
方
法
が
分
か
ら
ず
、
往
診
と
訪
問
看
護
の
利

用
を
決
め
た
。
途
中
、
体
調
悪
化
か
ら
入
院
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
が
コ
ロ
ナ

禍
で
面
会
が
で
き
な
い
う
え
、
孤
独
な
死
を
迎
え
さ
せ
た
く
な
い
と
の
思
い

か
ら
訪
問
看
護
師
に
相
談
し
、
退
院
を
決
め
た
。

「
大
好
き
な
お
風
呂
に
入
れ
て
あ
げ
た
い
」

　退
院
後
の
生
活
は
、
ベ
ッ
ド
上
と
な
り
、
痛
み
を
和
ら
げ
る
状
態
と
な
っ

た
。
一
番
近
く
で
介
護
し
て
き
た
母
が
「
こ
こ
ま
で
き
た
ら
、
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
が
好
き
だ
っ
た
こ
と
を
し
て
あ
げ
た
い
」
と
訪
問
看
護
師
、
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
に
相
談
し
、
寝
た
き
り
で
は
あ
っ
た
が
お
風
呂
に
入
れ
て
あ
げ
る
こ

と
が
で
き
た
。
入
浴
中
の
祖
母
は
穏
や
か
な
表
情
で
母
も
私
も
安
堵
し
た
。

　そ
の
夜
、
祖
母
は
母
と
父
が
見
守
る
中
、
旅
立
っ
た
。

最
期
ま
で
一
緒
に
過
ご
さ
せ
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う

　5
か
月
間
の
療
養
生
活
で
は
あ
っ
た
が
共
に
過
ご
し
、
祖
母
の
望
み
を
叶

え
ら
れ
た
こ
と
で
祖
母
の
死
に
向
き
合
う
こ
と
が
で
き
た
。
看
取
り
に
携

わ
っ
て
く
れ
た
専
門
職
の
皆
さ
ん
に
は
感
謝
の
言
葉
し
か
な
い
。

　怪我や病気で命の危険が迫った状態になると、約70％の人が、医療
やケアなどを自分で決めたり望みを伝えたりすることができなくなる

と言われています。
　誰でも、いつでも、命に関わる大きな病気やケガをする可能性があります。
　自らが希望する医療やケアを受けるために、自分自身で前もって考え、周囲の信
頼する人たちと繰り返し話し合い、共有することを人生会議（ACP：アドバンス・ケ
ア・プランニング）といいます。
　市は、人生会議を行うためのツール
として「エンディングノート」を用意
しています。
　右図を参考にして、日頃から最期を
過ごす場所・延命治療を望むかなど、
自分の意思を大切な人に伝える機会を
持ってみませんか。

“もしも”のときのために「 人 生 会 議 」 「
人
生
の
最
期
ま
で

　
　自
分
ら
し
く
生
き
る
」
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　叶
え
る
安
中
市
へ

　看取りとは「人生の最
終段階において無理な延
命治療などをせずに自然
に亡くなっていく過程を
見守ること」とされてい
ます。
　在宅での看取りは、ご
家族、医師や看護師、ケ
アマネジャー、ホームヘ
ルパー等との連携が大切になります。今少しずつ在宅
医療の体制が整備されていますが、多くの場合は死が
避けられない状況になり初めて本人、もしくはご家族
がどのように人生の最期を過ごすか話し合う事が多
く、在宅での看取りを難しくしています。
　身体的、精神的な変化や社会的状況等により本人、
ご家族の意思は変化していきます。本人を主体に、そ
のご家族や近しい人、医療・ケアチームが、健康状態
や生活状況が変わるごとに繰り返し話し合いを行い、
本人による意思決定を支援することが大切です。
　自分自身が人生の最期をどう過ごしていくか一度考
え、親しい人と話し合ってみてください。

人生の最期まで自分らしく生きる

家
族
の
看
取
り
を
経
験
し
て

　
　
　－ 

祖
母
を
自
宅
で
看
取
っ
た
市
職
員
の
手
記 

－

み
ん
な
ど
う
思
っ
て
る
？

▲大好きなひ孫とともに

一般社団法人 安中市医師会
地域包括ケアシステム担当理事

さるや内科医院
院長　猿谷 忠弘

　私が担当していた方が脳出血となり意志を表現でき
なくなりました。今後の生活をどのように送るかにつ
いてご本人の性格、思考を考慮しながらご家族、医
師、訪問看護師、各事業所と何回も話し合いました
が、正解のない答えを出すのは、非常に難しくご家族
は大変悩まれていました。
　ご本人が意思表示できる時に「人生の最期の時の過
ごし方」を話し合っておくことができていると、ご家
族の迷いも減りサポートさせていただく私達専門職も
ご本人の意向に寄り添ったケアが行いやすくなりま

す。「人生最期の時の過
ごし方」は、迷いながら
でいいと思います。今、
決めなくてもいいと思い
ます。私たち専門職との
話し合いで人生最期の時
の過ごし方の参考にして
いただければ幸いです。

大切な人がなくなるということ

碓氷安中ケアマネの会 副会長
松井田居宅介護支援事業所せせらぎ

管理者　横坂 由美子

　入院すると家族と会え
ない事が多く「自宅で療
養する」「自宅で最期を
過ごしたい」という方が
増えますが入院治療を余
儀なくされる方は少なく
ありません。
　自宅に帰りたい気持ち
と不自由な身体で迷惑を

掛けたくないとの想いから最期のわがままを言葉に出
す事を躊躇するご本人。最期のわがままに応えてあげ
たいが状態変化への対応に不安を抱える家族。医療者
がいない療養は最期のわがまま、最期の孝行の妨げに
もなります。
　「住み慣れた自宅で安心して過ごしたい」という想
いは誰もが抱く希望です。みんなで想いを共有して下
さい。抱え込まずに助けてと声をあげて下さい。専門
職に気持ちをぶつけて下さい。「家で暮らす」という
その想いや不安な気持ちに寄り添ってくれる方が安中
市には必ずいます。

最期のわがままと最期の孝行

看 取 り を 支 え る 専 門 職 た ち

日頃から
「考える」「話し合う」
「調べる」「整理する」

訪問看護ステーション一心管理者
看護師　根岸 勝

＝本庁舎 ＝松井田庁舎 ＝谷津庁舎 ＝碓氷川クリーンセンター ＝スポーツセンター本 松 谷 ク ス

出典：千葉県「最期まで自分らしく生きる」
　　　（平成24・25年度　終末期医療等に関する高齢者向け
　　　啓発プログラムの開発、実施事業）を一部改変

出典：2021.3.21 人生の最期の迎え方に関する
　　　全国調査（日本財団）

Q.あなたは、死期が迫っていると分かった
ときに、人生の最期をどこで迎えたいで
すか。（67歳～81歳当事者）

問合せ▶　高齢者支援課地域包括支援センター（☎内線2157）松


